
学生の評価について

日 時： 平成30年11月3日（土）
場 所： 東北医科薬科大学小松島キャンパス

７０周年記念講堂
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東北医科薬科大学薬学部
改訂モデル・コアカリキュラム
実務実習説明会資料５

東北医科薬科大学薬学部

臨床薬剤学実習センター長 鈴木 常義



学生の評価について

Ⅰ．施設における概略評価

Ⅱ. 実務実習成果報告会

Ⅲ．最終評価について
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http://www.tohoku-mpu.ac.jp/wp/data/jisshu/manual.html

Ⅰ.  概略評価

概略評価のフルバージョンは下記サイトから
ダウンロード してください。
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薬学実務実習の概略評価の例示に
ついて（補足）
薬学実務実習に関する連絡会議

SBOs     
951

8
前）代表的な疾患の症例についての患者応
対の内容を適切に記録できる。（技能）

SBOs     
952

9
患者・来局者に合わせて適切な応対ができ
る。（態度）

SBOs     
953

10

患者・来局者から、必要な情報（症状、心理
状態、既往歴、生活習慣、アレルギー歴、薬
歴、副作 用歴等）を適切な手順で聞き取る
ことができる。（知識・態度）

SBOs     
954

11
医師の治療方針を理解した上で、患者への
適切な服薬指導を実施する。（知識・態度）

SBOs     
955

12
患者・来局者の病状や背景に配慮し、医薬
品を安全かつ有効に使用するための服薬指
導や患者教育ができる。（知識・態度）

SBOs     
956

13
妊婦・授乳婦、小児、高齢者等特別な配慮
が必要な患者への服薬指導において、適切
な応対ができ る。（知識・態度）

SBOs     
957

14
お薬手帳、健康手帳、患者向け説明書等を
使用した服薬指導ができる。（態度）

SBOs     
958

15
収集した患者情報を薬歴や診療録に適切に
記録することができる。（知識・技能）

【④患者・来局者応対、服薬指導、患者教育】

（２）処方せんに基づく調剤

GIO 処方せんに基づいた調剤業務を安全で適正に遂行するために、

医薬品の供給と管理を含む基本的調剤業務を取得する。

前）：大学で行う

実習施設で行う

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

業務中にやっていたかを
SBOでチェックする
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薬学実務実習の概略評価の例示に
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概略評価表（ルーブリック評価表）
どれくらい（質）できるようになったかを評価する

前）：大学で行う

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

SBOのチェックもしつつ
２～４週間毎に実施
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概略評価表による評価の回数

２～４週間ごとに実施（ガイドライン）

東北地区調整機構に所属する大学

基本は、毎週、概略評価をする。
少なくても、第４週、第８週、第11週の３回
は、概略評価を行う。
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実習記録による評価
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実務実習記録（日誌・レポート）の内容

〇実習年月日
〇実習場所とスケジュール
〇具体的な実習内容
〇体験した疾患、活動
〇実習で深めることができた能力
〇実習で不足していると感じた能力
〇今後の実習に向けての抱負
〇感想・要望
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Ⅱ. 実務実習成果報告会 運営案

開催時期：３回/年 １回 約１００名
９月、１１月、２月の土曜日を予定
薬局・病院実習終了後（Ⅱ期、Ⅲ期、
Ⅳ期終了後）期終了から概ね１ヶ月内

発表形式：ポスター 薬局・病院で２枚使用

発表内容：施設紹介のみは認めない
症例報告を含め以下のキーワードを参考
に、指導薬剤師と相談してテーマを決める。
実習中の疑問点の調査、解決、提案等も可。
発表内容は予め施設の許可をとること。
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参考キーワード

病院：チーム医療、薬剤管理指導、持参薬対応
D I 活動、リスクマネージメント、他部門
・病院内の勉強会、院内患者向けの勉強会、
患者会、プレアボイド、救急医療・ICU・手
術部・放射線部への関与、注射剤配合変化、
副作用報告、TDM、中毒、など

薬局：在宅、時間外、一般用医薬品（OTC）、薬歴、
かかりつけ薬剤師、リスクマネージメント、
調剤報酬、副作用報告、顧客サービス、疑義
照会、地域連携、地域貢献活動など
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実務実習での「成長」について評価する

到達目標
ルーブリツク評価

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ

1．自ら疑問点等を発見し、
自分でテーマを見つける
ことができる。

自主的に疑問点を見つけ、
指導薬剤師にテーマを提
案している。

指導薬剤師と相談して
テーマを見つけている。

指導薬剤師より、テーマ
を提案されている。

テーマを選定していない。

2．テーマに関して、自ら
適切な調査を行うことが
できる。

調査した内容を根拠とと
もに、聴衆が理解できよ
うに示している。

調査した内容について、
プロダクトで根拠を含め
て示している。

調査した内容について、
プロダクトで触れている
が根拠は示していない。

テーマに関してまったく
調査を行っていない。

3．テーマや結果ついて適
切に考察し、適切に発表
に取り入れている。

テーマや結果ついて適切
に考察し、適切にプロダ
クト及びプレゼンに取り
入れている。

プロダクトとプレゼンの
両方に考察が概ね含まれ
ている。

プロダクトもしくはプレ
ゼンに考察が含まれてい
る。

プレゼンや質問の回答に、
全く考察を含んでいない。

4．テーマについて、聴衆
に分かりやすく発表する
ことができる。

発表がスムースであり、
全聴衆に発表内容を理解
させることができる。

大部分の聴衆に発表内容
を理解させることができ
る。

大部分の聴衆に発表内容
を概ね理解させることが
できる

聴衆に発表内容を理解さ
せることができない。

5．効果的なプレゼンを行
い、適切な質疑応答がで
きる

プレゼン内容を聴衆に理
解させることができ、質
疑の意図を理解して適切
に回答できる

プレゼンで内容を関係者
に概ね理解させることが
でき、質疑の意図を理解
して概ね回答している。

プレゼンで内容を徴収に
概ね理解させることがで
きるが、質疑の意図から
外れた回答しかできない。

プレゼンを一部の聴収に
しか理解させることがで
きず、質疑に答えられな
い。

配点 2 1.5 1 0.5

実務実習成果報告会概略評価表（案）
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Ⅲ. 最終評価について

【最終評価の寄与比率】

1.実習施設の評価 ６
2.実習記録の評価（大学） ３
3.実務実習成果報告 １

最終評価は大学で行う

14

１０



【内訳】
1. 実習施設の評価
・10項目の概略評価

・態度評価（出席日数・
週報コメント）

2. 実習記録の評価（大学）
・現在検討中

3. 実務実習成果報告
・概略評価表による教員の評価
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お知らせとお願い
• 本学を含め東北地区の薬系６大学では、今年度
より医薬品卸業者の見学実習を事前学習の一環
として実施しています。

• これまで実務実習中に御厚意で卸業者の見学実
習を手配して下さっていた施設がいくつかあり
ますが、今後はしていただかなくても結構です
ので、御周知をよろしくお願いいたします。

東北医科薬科大学の場合

対 象 ： ４年次学生のうち希望者
今年度実績： １２３名
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ご清聴ありがとうございました。
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